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I区 S104 遺物出土状況 (北 より)

1区 S105 完掘状況 (北 より)

内Pl 完掘状況

1区  ピット列 (北 より)完掘状況 (東 より)

1区 SK09 完掘状況 (東 より) 1区 SK10 完掘状況 (南 より)
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2区調査区全景 (上 より)

箋

2区 1号炉完掘 (北 より)
打|.■●|‐篭irl
2区 1号炉鉄滓 。炉壁出土状況 (北 より)

2区 1号炉焼土面確認状況 (北 より)
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2区 1号炉縦断土層セクションc―ざ
ますユ芸・    ｀

2区 1号炉縦断土層セクションd―d'(北 より)

熟|

2区 1号炉横断土層セクションa―が (西 より) 2区 1号炉横断土層セクションb‐b(西 より)

3区 2号炉横断土層セクションb―げ (西 より)

/下

3区 2号炉炉床確認状況 (北 より)

3区 2号炉炭層確認状況 (西 より)
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2区 1号窯、 4号窯前庭 (手前)、 2号窯完掘 (奥 )(南東より)

■ ‐́ 紗 ■ |―
= |2区 1号窯縦断土層セクションa―が

競 ―IIェー氏患転成手
=■
|||■||'|||,蘊

2区 1号窯縦断土層セクションa― aI西側 (北 より)

、 こ諄″
―

.

(】ヒより)

2区 1号窯横断土層セクションb―げ、c―ご (東 より) 2区 1号窯縦断土層セクションdぃdi(東 より)
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2区 2号炉完掘状況 (上 より)

図
版

「

2区 2号窯横断土層セクションc―ざ (東 より)

2区 2号炉横断土層セクションd―dI(東 より)

2区 2号窯横断土層セクションfぃP(東より) 2区2号炉焚き口横断土層セクションe―ざ (東 より)

2区 2号窯 煙道断割り (東 より)2区 2号窯 窯壁残存部 (北 より)
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2区 4号窯炭化材出土状況

2区 4号窯完掘 (北東より) 2区4号窯焚き口縦断土層セクションa―が(北東より)

2区 4号窯横断土層セクションfギ (東 より) 2区 4号窯横断土層セクションeいef(東 より)

2区 4号窯煙道 (南東より) 2区 4号炉煙道断割りd― dI(南東より)
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3区  5号窯 完掘 (北東より) 3区  5号窯横断土層セクションc―ci(東 より)

3区  5号窯縦断土層セクションaど (南東より) 3区  5号窯横断土層セクションb―げ (東より)

2区SK01 完掘 (南東より) 2区SK01土層セクションa―が (南西より)
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2区SK02 完掘 (北西より) 2区SK02土層セクション

2区SK03 完掘 (南 より)

2[�  P3,4,5

2区SK03土層セクション (東 より)

2区上層 撹乱跡 (山芋栽培跡)

調査風景 (上層掘削 ) 調査風景 (4号窯 )
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池多南Ⅲ遺跡遠景 (西 より)

SK01 東西土層セクション (北 より)

完掘状況 (北 より) 調査参加者
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図版 20池多南遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真
la lc:マツ属複維管束亜属 ((1)区 S102Pl)2a2c:イ ヌシデ節 (N016)3a3ci

色

ブナ属 (N013)

4a4ctコ ナラ節 (配 14)5a5c:ク リ ((1区 )S103Pl)6a:コ ナラ属 (ク ヌギ節 ?)((1)区 S102P14)
a:横断面 b:接線断面 c:放射断面
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図版 21池多南遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真
7a7c:モクレン属 (No 8)8a-8c:カ エデ属 (配3)9a-9c:リ ョウブ (配6)

10a10c:ト ネリコ属 ((1)区 S104Pl)1la llc:散 孔材 ((1)区 S104Pl)12a:

a:横断面 b:接線断面 c:放射断面

環子Lわオa((1)区 S104Pl)
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図版 22.鉄洋試料の外観 (a)と切断面 (b)および拡大組織 (c)と その分析位置

(番号は試料血に対応 ,外観図の矢印が切断位置を示す )
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1   461□ 45 Si 02           11uョ「IE 3Vn                  ・  1]メ18 825! HD

1   4B引 □45 Si02           113uaft2′ Sψn                  Ⅲ  19メ ]818251 No

図版 23.住居貼り床粘土の顕微鏡写真とX線回折スペクトル図

(陥 la・ 2a,直交ニコル、NO.lb・ 2b;解放ニコル)
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, 試料Nolの 外観と断面マクロ ミクロ組織

試料 1

12外観 ,9炉 壁と付着鉄滓の界面,4炉登部ミクロIIE幾 ,5,6鉄滓部の断薦ミクrl組織
ls I砂鉄粒子 F:フ ァヤライト(2FeC― Si02)Q:逹石 V:空■
矢印 :調査試料保取箇所

言式*斗3

,2外観.3-0断 面ミクロ組織

&婚墨遂i顛劾1露争(響撒 T鰍毛浮きξ議子凝播ぞξ謂'り

2試 料No 2の外観と断面マクロ ミク母経織

試料2

6 004tm:

12外観,34炉壁と付着鉄滓の界面 00鉄滓部の断面ミクロ組織
T2:チタン化合物(2FeO― T02)Fiフ ァヤライト(2FeO― Si02)S非晶質珪酸塩鉄分を多く含む)
r鉄鎌 Vi空孔 矢印i調査試料採取箇所

4試 料No 4の 外観と断面マクロ・ミク雪組織

試料4 料 4

,2外観,3-6断面ミクロ組織
お:砂鉄粒子 Mei金属鉄 F,フ ァヤライト(2FeO― S02)S非 品質瑳酸rn Vi空 rt
矢印 :調査言1料採取箇所

3岳■料No3の 外観と断面マクE.ミクロ組織



5試 料No Sの 外観と断面マクロ ミクロ組織 0試 料No6の 外観と断面マクロ ミクロIII織

試料5

サ:遷名耳笑示罹 蘊 籍 辞

°~¬°D「フアヤライК2FeO SO)針 非品質荘談塩

フ試料No,の 外親と断面マクロミクロ組織

,蟄捜訥塩違騒散葵蘇
舅し詢Q帝040♪ ;カヤライkreO§り

e試 料No 8の外観と断面マクロ,ミクロ組織
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図
版

２６

9試 料No 9の外観と断面マクロ ミクロ組織

1,2外観 3-6断面ミクロ組織
Mei金 属鉄 Tがチタン化合物(2FeO― れ02)FIフ ァヤライト(2F90-Ы 02)S:非 晶質整酸塩
矢 F「 :調査試料裸取箇所

試料10

1.2外銀.30断面ミクロ組織
Me!金属鉄 T2:チ タン化合物(2FeO― T(02)F:フ アヤライト(2FeO一 Si02)S:非 品質塩酸塩

V:空■ 矢印 :調査試料採取笛所

試料 11
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土地改良事業
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県営畑地帯総合

土地改良事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

池多南追跡

集落跡 縄文
竪穴住居・土坑

穴

縄文土器・土偶・打製

石斧・磨製石斧・磨

石・石鏃・石皿・敲

石・砥石・剥片・原石

縄文中期前葉の集落

生産跡
奈良

平安

製鉄炉・炭窯・焼

壁土坑・土坑・穴
須恵器・土師器・鉄津 奈良～平安時代の製鉄跡

近世 な し 泥面子・唐津

池多南Ⅱ遺跡 生産跡 古代 焼壁土坑

要約

池多南遺跡は縄文時代の集落と古代の生産関連の複合遺跡である。縄文時代の集落は丘陵尾根筋の

平坦部に形成され、中期前葉 (約 5,000～ 4,500年前)の竪穴住居跡 5棟・土坑・穴を確認した。竪穴

住居の帰属年代はユC年代測定でB馳ュ30～ 4,側 0の値が得られた。住居出土遺物の時期幅は短く、比較

的短期間に営まれた集落と考えられる。集落全体の規模は不明だが、試掘確認調査では周辺に複数の

住居の存在が確認されており、丘陵平坦面に広がる集落の様相が明らかとなった。

古代の生産遺構は丘陵斜面～平坦面から製鉄炉 2基 と炭窯4基を確認した。製鉄炉は奈良時代後半
～平安時代 (8世紀末・約1,200年前)に営まれた地下部に防湿施設の木炭層をもつ「長方形箱形炉」
で丘陵斜面上の平坦面に築かれる。2号炉は北側壁が2枚確認され、2回以上の操業が想定される。

涜焼窯は丘陵東斜面の急勾配を利用して構築されている。各遺構の帰属年代は
望C年代測定で 1号炉 :

BPl,140、 2号炉 :BPl,090～ 1,135、 1号窯 i BPl,1開 、2号窯 :BPl,2醐～1,330、 4号窯 :BPl,230～
1,265、 5号窯 :BPl,130の値が得られている。各遺構の操業時期を分類すると、① 4号窯・2号窯→

② l号炉・1号窯→③ 2号炉・5号窯と推移する。試掘確認調査で2号炉周辺から更に2基の炭窯の

存在が確認されていることからも、①の炭窯が燃料を提供した梨鉄炉は未掘部分に存在し、同一エリ

ア内には最低 3基の製鉄炉が存在したと考えられる。

池多南Ⅱ遺跡では土坑 1基を検出した。周辺の遺跡における同様の事例から古代 (奈良～平安時代)

のものと考えられる。
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